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本学の高等教育推進センターは2009年9月に発足し、ほぼ2年 が経過 した。本学の長期目標(教育)の 「21世紀のグ
ローバル社会において、高度専門職業人として活躍できる優れた人材を育成」をふまえて、中期目標では、教育の質保証、
その実現のための教育実施体制の整備、学生の成長を促す学習 ・生活 ・就職支援 を行う大学づくりを掲げている。また、
国の高等教育政策のなかでも2008年の中教審答申 「学士課程教育の構築に向けて」やそれを受けての日本学術会議の各
種提言の中で、グローバル化され、ユニバーサル段階に入ったなかでの大学教育の改革が喫緊の課題であることが言われ
ている。
このような中で取組まなければならない福井大学の教育改革では、本センターは文字通 りその中心的な役割を果たす こ
とが期待されている。
昨年度は、そうした教育改革を進める上で、足もとの学生の生活実態を明 らかにしようということで、生活、学習面を
中心に大規模な調査を行った。そ こでは学生の生活を支える家計の財政状況が厳 しいことや授業以外の学習時間が極めて
少ないことなどが明らかになった。それと並行 して学生の自殺や留年問題などを学生の問題・責任に還元するのではなく、
大学全体 として、教員 ・職員とカウンセラーの協働による学生中心の支援体制を構築するという課題が必要であることを
改めて認識することになった。
今年の年頭に学長が宣言した 「教育改革元年」は、このような足もとの実態をふまえ、学生の教育への権利を保障し、
他大学に誇る教育改革に取組まなければならない決意が込められている。
そうした意味で本センターの果たすべき役割は重要である。学生支援のシステムを一層改善 しながら、入試の改善、そ
してカリキュラム ・ポリシー、ディプロマ ・ポリシーを確定し、教育のスタンダー ドをふまえたカリキュラムづくりと評
価の課題に焦点を合わせて行かなければならない。
本学は幸い、優れた教育改革プログラムの高い採択率に示されるような教育の取組みの実積がある。そ うした財産を生
かし、発展させながら、上記のような取組みを進めて行 く必要がある。そのためにも、本センターは取組みの交流 と提案 ・
発信ができる体制を創っていかなければならない。今年度もそうした体制づくりの一環として、人事の面でのセンター専
任のポス ト(特命助教)の 新設、それと新たな兼任教員も加え、センターで専門的な立場からの研究機能の強化、財政的
な面での整備 ・充実、交流の面での 「全国大学教育研究センター等協議会総会」への参加 と他大学のセンター問との交流
などに取組み始めている。
今回発刊される年報が、教育改革に取組むための研究の深化と実践の交流の契機とな り、文字通 り本センターが教育改
革のためのけん引役となることを期待 したい。
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